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北九州市 2018年6月議会がはじまります

学校施設の利用も 質問者とテーマ （質問者順）

有料化有料化公共施設
使用料値上げ

　
北九州市が

提案している

各種公共施設

使用料値上げ

(最大 1.5倍）

は道理があり

ません。

　市は「財政

事情」を理由

にあげますが、

一方では必要性も採算性もない下関北九州道路を計画し、

門司区では各種公共施設を統廃合する新たな複合施設の建

設や競輪場跡地の一部民間売却で住宅開発を提案。「財政

事情」は方便と言わなければなりません。

　しかも市は 2月に突然、学校の体育館、運動場などの施

設の使用も有料化を打ち出し、「便乗値上げだ」と市民の

怒りを広げています。

　「住民の福祉の増進」という地方自治の目的に照らせば、

市民の福祉・暮らしにかかわることこそ優先すべきです。

学校体育館を利用しているママさんバレー

声
2018 年　6月議会日程（案）

６月　５日 (火 )　本会議 (開会、質疑・一般質問 )

　　　６日 (水 )　本会議 (一般質問 )

　　　７日 (木 )　本会議 (一般質問 )

　　　８日 (金 )　常任委員会

　　　９日 (土 )・10 日 ( 日 )　休会

　　１１日 (月 )　常任委員会・議会運営委員会

　　１２日 (火 )　本会議 (閉会 )

（一部変更の可能性あり）
議案質疑

一般質問

大石　正信

荒川　徹

藤元　さとみ

山内　涼成

高橋　都

出口　成信

藤沢　かよ

柳井　誠

１、介護サービス等の事業と人員、設備及び運
営の基準等に関する条例の一部改正について

２、介護、障害児・障害者の共生型サービスに
ついて

３、放課後児童支援員の基礎資格拡大について
４、下関北九州道路の補正予算について

１、「公の施設の受益と負担のあり方」について
　①使用料に引き上げについて
　②高齢者の減免制度の縮小について
　③学校施設の有料化について

１、八幡東こどもと母のとしょかんの存続を
２、生活保護行政の改善について

１、ＪＲ若松線のバリアフリー化について
２、特別支援学校における医療的ケアについて

１、土砂災害警戒区域の対策について
２、北九州市奨学金返還支援事業について

１、市営住宅の換気扇について

２、所有者特定困難な崖地の擁壁工事について

１、小倉南図書館への交通アクセスについて
２、西鉄快速田川小倉線の廃止問題について
３、おでかけ交通の見直しについて
４、高齢者の交通支援について

１、学校における業務改善について
２、教員採用と処遇改善について

●私のプール行きは、健康維持に欠かせません。プー
ル代の50％値上げは、命を削るようなものです。
●学校体育館や運動場を利用した際、清掃などして維
持管理に協力している。公共の場は、ふれあいを深め
る場になっている。1時間400円は高すぎる。

　６月議会が６月５日から１２日まで行われます。

　今議会は、安倍政権が隠ぺい、改ざんなど民主主義を

根底から破壊するかつてない異常政治を進め、一方では

朝鮮半島をめぐって平和への流れが起こるなど、国内外

で大激動の中で開催されます。

　また北九州市では、北橋市政が下関北九州道路のムダ

遣い計画を推進する一方で、各種公共料金の廃止・統合

と施設使用料の値上げ、有料化を進め、市民負担を大き

く増やそうとする中で行われます。

　日本共産党市議団は、市民の暮らしと福祉を守るとと

もに、大激動の情勢を市民の立場で切り開く展望を示す

論戦を進めます。ぜひとも傍聴にお越しください。



建設建築委員会 環境水道委員会 保健病院委員会 経済港湾委員会総務財政委員会 教育文化委員会

山内　 涼成

藤元さとみ

◎藤沢　 加代大石　正信荒川　　徹 石田　康高

高橋　　都

柳井　　誠

出口しげのぶ

印は議会運営委員

日本共産党各議員の常任委員会配置

○ ○
田中　光明

介護施設

特別支援学校
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現場を応援する政治を現場を応援する政治を福祉
教育

障がい者にやさしいプールを

人手不足の中、「福祉の心」で頑張る

先生方の熱意が現場を支える

――

浅生スポーツセンターのプールを視察する視察団

小倉北区老健施設・伸寿苑で施設の方から説明を受ける視察団

小倉特別支援学校の廊下。左側に並んでいる車イスは、子ども
一人一人の身体の状態に合わせた仕様となっています

浅生室内温水プール

　日本共産党市議団は、切実な声が寄せられている問題

でこの間、福祉・教育関係の施設を訪問、視察しました。

にない手の方々の頑張りの一方で、事業・職場環境では困

難を抱えており、国・行政の役割の重要性が示されました。


